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大津市企業局優良建設工事業者表彰要綱 

 

 （目的） 

第１条 この要綱は、大津市公営企業管理者（以下「公営企業管理者」という。）が発注

した建設工事において、優秀な成績をもって施工した受注者を表彰することにより、適正

な工事の施行及び技術の向上に資することを目的とする。 

 

 （用語の定義） 

第２条 この要綱において次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

 ⑴ 建設工事 建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２条第１項に規定する建設工事

をいう。 

 ⑵ 評定点 大津市企業局工事成績評定要綱に規定する工事成績評定結果検査合格通知

書により通知された評定点をいう。 

 ⑶ 対象年度 表彰を実施する年度（以下「表彰年度」という。）の前年度をいう。 

 ⑷ 合併工事 複数の建設工事を合併入札（複数の工事請負契約を同一の者と締結する

必要がある場合において、当該複数の工事請負契約に係る競争入札を合併して行うこと

をいう。）に付して発注し、又は既発注工事と現場及び工期が重複する等密接な関係に

ある建設工事として別途発注する工事をいう。 

 

（表彰の種類及び対象） 

第３条 表彰は、優良建設工事業者表彰とし、建設工事を優秀な成績で施工した受注者を対

象とする。 

２ 表彰の対象となる受注者は、次の各号に掲げるすべての条件に該当するものとする。 

⑴ 対象年度及びその前年度の各年度において、５００万円以上で受注した建設工事を２

件以上完成させているもの、又は対象年度において１億円以上で受注した建設工事を１

件以上完成させているもの 

⑵ 前号の条件を満たす工事のうち、対象年度に評定点を８０点以上取得して完成した建

設工事があるもの 

⑶ 対象年度及びその前年度において完成させたすべての建設工事において、評定点を７

０点以上取得したもの 

⑷ 対象年度の前年度の初日から表彰決定の日までの間において、第１１条各号に該当し

ないもの 

３ 合併工事は１件として取り扱い、受注合計額が５００万円以上のものを対象とする。こ

の場合、審査に用いる評定点は、合併工事におけるそれぞれの建設工事の平均点とする。 

  ただし、完工日が異なる年度となった場合は、それぞれ１件の工事として取り扱う。 
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 （表彰の方法） 

第４条 表彰は、公営企業管理者が毎年１回行うものとし、被表彰業者には表彰状を贈呈す

る。 

 （審査委員会） 

第５条 第３条に規定する表彰の審査を行うため、大津市企業局優良工事業者表彰審査委員

会（以下「審査委員会」という。）をおく。 

２ 審査委員会は、大津市企業局建設工事等契約審査委員会設置要綱（以下「契約審査委員

会要綱」という。）第３条に規定する委員をもって組織し、委員長は同要綱第４条の委員長

をもって充てる。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会の会議の議長となる。 

 

 （審査委員会の所掌事務） 

第６条 審査委員会は、次に掲げる事務を掌理する。 

 ⑴ 優良建設工事業者表彰に関する審査を行うこと。 

 ⑵ 優良工事建設業者表彰に関する審査結果を公営企業管理者へ報告すること。 

 ⑶ 優良工事建設業者表彰基準の設定に関すること。 

 ⑷ その他委員長が必要と認める事項を審査し、又は調査すること。 

 

（審査委員会への推薦） 

第７条 工事監理課長は、第３条の規定に基づき表彰に値すると認められるものがあるとき

は、優良建設工事業者報告書（様式第１号）を委員長に提出するものとする。 

 

 （会議） 

第８条 審査委員会の会議は、必要に応じ委員長が召集する。 

２ 委員長は、第５条第２項に規定する委員のうち、所属長の職にあるものについて、会議

の議事に関係がないと認めるときは、会議への出席を要しないこととすることができる。 

３ 会議は、委員（前項の規定により会議に出席することを要しないこととされた委員を除

く。）の過半数の出席がなければ開催することができない。 

４ 審査委員会の会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは委員長の

決するところによる。 

 

 （被表彰者の決定） 

第９条 被表彰業者は、審査委員会の審査結果に基づき、公営企業管理者が決定する。 

 

 （被表彰者の公表） 

第１０条 被表彰業者については、大津市企業局ホームページで公表するものとする。 
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 （表彰の取消し） 

第１１条 公営企業管理者は、表彰決定の日から表彰日までの間に第９条の規定により決定

した被表彰業者が次の各号のいずれかに該当したときは、この決定を取り消すものとする。 

⑴ 施行した工事に瑕疵があることが判明したとき。 

⑵ 建設業法の規定による監督処分を受けたとき。 

⑶ 大津市企業局建設工事等指名業者及び指名停止基準による指名停止処分を受けたとき。 

⑷ その他優良建設業者として不適当と認められる行為があったとき。 

 

 （庶務） 

第１２条 表彰及び審査委員会に関する庶務は、企業総務部工事監理課において処理する。 

 

 （その他） 

第１３条 この要綱の施行に関し必要な事項は、公営企業管理者が別に定める。 

 

附  則 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行し、同日以後に契約を締結した工事について適

用する。なお、表彰年度の初年度は平成２８年度とし、表彰初年度に限り、第３条第２項第

１号及び第３号の「その前年度」は表彰条件に含めないものとする。 

附  則 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成２９年６月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

附  則 

この要綱は、令和元年５月１日から施行する。 

附  則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和４年３月３１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の際現にある改正前の様式（次項において「旧様式という。」）により使用さ

れている書類は、改正後の様式によるものとみなす。 

３ この要綱の施行の際現にある旧様式による用紙については、当分の間、これを取り繕って使 

用することができる。 
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様式第１号（第７条関係） 

優良建設工事業者報告書 
  年  月  日 

工事監理課長             

受 注 者 名  

代 表 者  

所 在 地  

 工事番号 工   事   名 請負金額 
工事成績

評 定 点 

対
象
年
度
及
び
そ
の
前
年
度
の
全
て
の
工
事
成
績
評
定
点 

対 

象 

年 

度 

    

    

    

    

    

    

    

 対象年度の工事成績評定平均点 点 

前 

年 

度 

    

    

    

    

    

    

    

 前年度の工事成績評定平均点 点 

 

対象年度及び 

その前年度 

工事成績評定対象件数 件 

   工事成績評定平均点 点 

  最  低  点 点 

（所見）  

  

 

 


